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広報
.2面・ ペッ トボトルの出し方

.3菌 ・・・朝市が始まります

・4面…環境塁本条例スター卜

.5面…統一地方選挙が4月に

主な内容

ベットボトルの資 源化収集を市内一斉に始 め ま す。 とれに伴い、 4月 1日か5一部の

地区で、ごみ収集 日を下表のとおり変更します。 特に、真土、四之宮、 八幡、松原地

区では全面的芯変更と起ります。 よくご確認のうえ、お出しください。

ベットrn‘トルは月 2回
4月か5市内一斉に、ベットボトルの調源化

収集 を始めます。収集 日は、 資 源再生ごみと

同じ週の水曜 日(月2回〉で、出す場所は資源

再生ごみの集積所で す。収集 す る種類や、

出し方は2面に掲載 しています。。。
リサ イ ク ル は 、私たちがきちんと分別

することから始まります。現在、ごみの約

6割を占める容器

包装材の資 源化を

進めるため、容器

包装リサイクル法

が平成9年に施行

され ま し た。平壊

市で は、昭和61年

から缶、 びん、古紙

などを「資源再生

ごみj として分別

収集 して いま す。

ごみの分別方法や収集 日は、 3月中旬に自治会 を

遇してお配りする『収集自力νν智一Jや 下ベ ットポ

以レの出し方J'~賞、て師拘月耽」も掲慢していま
す。 とれちの資料は、宮地区公民館にもあります。

E、問い合わせは、環境業務課ヘ l
F 

あなたの分別から始まります
地区名 問丁 名 (丁目は省略) 燃せるとみ 燃せないごみ 資源再生ごみ ペッ トボトル

崇善南・崇醤中央 紅省町、宝町、錦町、明石町、宮の目IJ、見附町 月・水・金 第 1・3火 第 2 ・4火 第 2 ・4水

崇善北 JL野町、追分、浅間町 月・木 第 2 ・4火 第 1・3火 第 1・3水

港
高浜台、夕陽ケE、代宮町、久領堤、札場町、幸町、千石

月ー木 第 1・3火 第 2 . 4火 第 2 ・4水
河岸

花水、なでしこ
唐ケ原、獅子原、黒部丘、花水台、霊平、虹ケ浜、龍城ケ丘、

月-木 第 2 ・4金 第 1・3金 第 1・3水
桃浜町、八重咲町、松風町、袖ケ浜

富士見、南原
平塚、桜ケ丘、上平塚、達上ケ丘、諏訪町、富士見町、中里、

月-木 第 1. 3金 第 2 . 4金 第 2 ・4水
笠原町、南原

真土、四之宮、
真土、中原上宿、四之宮、中原下宿の一部、西八幡、東八幡、

月 -木 第 1 . 3水 第 2 ・4水 第 2 ・4水

八幡、松原
八幡、老松町、八千代町、天沼、堤町、長瀞、中堂、榎木町、

(旧水 ・土) 〈旧第1・3木)(旧第2・4木)
馬入本町、須賀、馬入

中原、松が丘、新
御殿、中原、東中原、新町、大原、宮松町

月-木 第 2 ・4火 第 1・3火 第 1・3水

町、崇善北の一部 (旧 水 ・土)

大神、田村、横内、
大神、吉際、田村、横内、大島、小鍋島、下島、域所

火-金 第 2 ・4月 第 1. 3月 第 1・3水

横内団地、城島 (旧水 ・土)

寺田縄、入野、長持、飯島、入部、中原下宿の一部、岡崎、

金田、岡崎、盛田 ふじみ野、盟国本郷、北控目、豊田平等寺、南豊田、盟国 火金 第 2 ・4木 第 1・3木 第 1・3水

打間木、豊田小嶺、豊田宮下、東豊田

旭南 万四、高根、高村、山下、出縄
火-金 第 1・3木 第 2 ・4木 第 2 ・4水

〈旧第十 3水)(旧第2・4水)

旭北、吉沢 公所、根坂間、日向岡、纏、河内、徳延、よ吉沢、下吉沢 火-金 第 2 ・4水 第 1 ・3水 第 1・3水

土屋、金目 北金目、南金目、真田、片岡、広川、千須 谷、土屋 火-金 第 1・3月 第 2 ・4月 第 2 ・4水

各地区の収集日を~リサイクルは、

平塚j込栄町校の 2年生 4人が苦労をm
ね、新しいアイスクリームを開発しまし

た。取材は山本浩未さん (寸z星)

地元玉ねぎと牛乳がアイスにス
ー
パ
ー
の
野
菜
売
り
場
で

い
亦
紫
色
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
く

.

玉
ね
ぎ

・
湘
南
レ
ッ
ド
。
ア
メ

'

リ
カ
か
ら
噂
入
し
た
品
種
を
叫

し
U

闘
芸
試
験
場
で
選
抜
育
成
し
、

川

附
和
三
十
六
年
に
発
表
し
た
神

4

奈
川
県
の
特
産
品
で
す
。
こ
れ

.

を
使
っ
て
平
塚
市
民
業
高
校
食
品

.

科
学
研
究
班
の
生
徒
た
ち
が
お

.

い
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作

.

り
ま
し
た
。
名
付
け
て

「湘
南

・

N
E
W
-乳
ア
イ
ス
」。

-

県
内

一
の
酪
農
家
軒
数
を
誇

・

る
平
塚
市
で
す
が
、
乳
価
の
低

・

下
や
都
市
化
の
影
響
で
そ
の
数

・

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

・

ん
な
現
状
を
心
配
し
た
生
徒
た

・

ち
が
、

湘
南
の
特
性
を
生
か
し

・

た
乳
製
品
を
作
れ
な
い
も
の
か

.

と
考
え
、
思
い
つ
い
た
の
が
玉

.

ね
ぎ
ア
イ
ス
だ
っ
た
の
で
す

0

.

こ
れ
は
、
湘
南
レ
ッ
ド
の
み

.

じ
ん
切
り
を
氷
砂
糖

・
レ
モ
ン

'

果
汁
と
共
に
亦
ワ
イ
ン
に
漬
け

し
U

一
、
二
か
月
冷
蔵
庫
で
寝
か
せ

i
i

た
も
の
を
、
ひ
と
工
夫
し
た
手

研究班の加藤真樹さん、佐藤なな
さん、虎岩久美子さん(写真左から)。
あと一人の倉世古哲也くんは会議中
で欠席でした。円内は!}!Lアイス

作
り
ア
イ
ス
に
は
さ
み
、
シ
ユ

l
皮
で
包
ん
だ
も
の
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
な
な
さ
ん

は
「
完
成
ま
で
に

一
年
以
上
も

か
か
っ
た
。
玉
ね
ぎ
の
臭
み
が

な
か
な
か
取
れ
な
く
て
・
:」
と

言
い
な
が
ら
、
ア
イ
ス
を
二
つ

に
切
り
分
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
イ
ス
に
は
さ
ま
れ
た
玉
ね

ぎ
の
淡
い
ピ
ン
ク
が
、
ま
る
で

お
廿
の
よ
う
に
優
し
い
イ
メ
ー

ジ
。一

U
ほ
お
ば
る
と
ほ
ん
の

り
と
甘
さ
が
広
が
り
ま
す
。
「去

年
の
学
園
祭
で

一
般
の
人
た
ち

に
も
試
食
し
て
も
ら
っ
P
3
玉

ね
ぎ
と
聞
か
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
と
好
評
だ
っ
た
」
と
佐
藤

さ
ん
。

淀
特
に
も
以
い
の
で
は
と
伺

う
と
、
顧
問
の
町
中
先
生
は

「
玉
ね
ぎ
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
円
引
の

吸
収
を
良
く
す
る
硫
化
ア
リ
ル

が
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
美

容
は
も
ち
ろ
ん
成
人
病
予
防
に

も
役
立
つ
」
と
栄
養
価
で
も
太

鼓
判
を
押
さ
れ
ま
す
。

班
貝
の
努
力
の
積
み
重
ね
で

生
ま
れ
た
こ
の
ア
イ
ス
。「
線

化
ま
つ
り
な
ど
で
試
食
し
て
も

ら
う
予
定
。
市
内
の
ケ
1
キ
屋

な
ど
で
平
塚
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
扱
っ
て
も
ら
え
た
ら
牛
乳
生

産
比
が
仲
び
る
か
も
」
と
生
徒

た
ち
の
夢
は
、
桜
の
つ
ぼ
み
の

よ
う
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

• • • •• • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
〈平線市の人口と世帯・平成11年2月1日現在〉・人口254.164(-84)・世帯92.16ア(ー15)※かっこ内の数字lま前月比 食広報ひらつかは再色紙を使っています



~暮 5 し、\
電話23-1 1 1 1・35・11 1 1 平原市役所

回平成11年3月15日

回
国
凶

PET 

の芝
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侠渓ヲ

四
月

一
日
か
ら
は
じ
ま
る
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集」
。
資
源
と

し
て
出
せ
る
の
は
、

市川}
附
の
印
の
つ
い

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
、

出
す
場
所
は
、

資
源
再
生
ご
み
の
集
蔀
附
で
す
。
(収

集
日
は
1
面
で
紹
介
し
て
い
ま
す
)

清
涼
飲
料
水
、
し
よ
う
ゆ
、
酒
、

み
り
ん
な
ど
の
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ

ベ
ル
の
あ
た
り
を
見
る
と
ハ
ω附
の
印

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
使
用
後
に

簡
単
に
分
別
回
収
で
き
る
よ
う
に
表

示
さ
れ
た
印
で
す
。

こ
の
表
示
が
な
い
も
の
や
異
物
が

入
っ
て
い
る
も
の
は
資
源
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
、
「
燃
せ

な
い
ご
み
」
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

環
境
業
務
課

(E
2
1
8
7
9
6)
へ
。

入
ま

が
き
。

矧
日
付

や
ク
み

の
イ
と

も
サ
い

る
リ
な

い
は
せ

て
の
燃

れ
も

I

汚
る
時

力
い
。

中
て
ん

っ
せ

ペ ッ トボ トルを再製すると洋服やぬいぐるみができます

引っ越しめと手め
電気・郵便怠どめ
手続手が市役所マ、

マ手ま寄b
‘‘
守
勢
時
珍
叫
W

‘e
，‘，‘，‘，
b
dR
4奪
企

H
'
w
‘，‘，
‘，‘R
‘町並摩
玲
棒
治
色
年
待
‘
，
‘
H
4R
4
e
冷時唾智治乱，‘，
-n
4
，‘
，‘R
，‘，‘‘
w
'
a
，‘
‘，‘守冷静也管‘マ
4w
‘
z

ク
ル
マ
に
気
を
つ
け
て
ね

一
声
か
け
て
交
通
安
全

四
月
五
日
(
月
)
か
ら
十

一
日
(
日
)

ま
で
新
入
学
(
園
)
児
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
、
市
内
で
は
百
五
十
七
人
の

園
児
、
小
学
生
が
交
通
事
故
で
負
傷すまき院を室教金安通交で地各

し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
。
子
ど

も
の
勤
き
は
不
規
則
で
す
。
子
ど
も

の
姿
を
見
か
け
た
り
、
公
園
の
入
り

口
な
ど
子
ど
も
が
飛
び
出
し
て
き
た

り
し
そ
う
な
場
所
で
は
、
必
ず
減
速
、

徐
行
、

一
時
停
止
を
し
ま
し
ょ
う
。

親と子の交通安全
5つの約束

ますv親が手本を示そう

道路の右側を一列で

道路で遊ばぜない

その場で注意

幼児の手は離さ芯い

司
t
E

内
〆
』

内
ぺ
》

凋
A
『
E

「
内
U

ヲ|つ越しのときは、 市役所に行って、郵便

局に行って、それから電気とガスと電話と・・・・・

ーーと何かと忙しいもの。そんな手続きを少しだ

けサ ポー トしようと、その場で各種の手続きが

できる「公益事業サー ビスコーナー」を市民ホ

ール(市役所1階) に開設します。

仁〉期間 3月 19日(金)~4月5日 (月)

土 -日曜日、祝日は除く

1>時間 午前9時30分~午後4時30分
1>サービス窓口 郵便局、東京電力、水道局、

NTT、東京ガス、 LPガス協

会、SCN

※案内密の配布のみを扱う窓口も

あります

市民課(内線2229)

3月 19日(金)からは、 公益事

業 サー ビスコーナー (内線

2178)へ。

1>問 い合わ せ先

結 晶22こ甥夜8時まで住巨票がとれます
平日 午前9時~午後8時 (4月1日から)

土 -日昭目、休日 午前9時~午後5時
。取 り級う内容 住民票の写 し、印鑑受録証 明柱、 戸籍謄・抄本、 戸籍の附表、 身 分

証 明容、年金現況届証明、税務言者証明性、母子健康手帳の交付、公共施設の利用申

し込みなど(平日の午後5時~8時と土 ・ 日略目、休日は、 戸籍の附表、身分証明投、

税 務言者言正明性は受 けられません。戸籍謄 ・抄本は申請受 け付け後、郵送になります)

。 開設時間4月1日からの平目 、駅前市民窓口センターで住民票などの申請の

取り扱い時聞を午後8時まで 延 長 します。住民票 の写 しゃ印鑑笠録

証 明砦 などは、その場で交付 でき ます。 どう ぞご利用ください。

駅前市民窓口センタ-ft22-1001

※4月1日から住民裂の写 し、 戸 籍 謄 ・ 抄本などの交付申請舎に印がい らなくなり ます。

ただし、印鑑受録・ 廃止 に関する申賄容は、代理人の場合に限り印が必要です。

。 問い合 わせ 先 市民課(内総2232)

問い合わせ先

一一一一 _ j し一四つ角

王 国 [
五日戸ミナル 指「一

| 平塚駅北口 | 

市役所まで行かなくても住民票の 写し芯どの証明がとれるよう、市民窓口センター を開設 しています。

取り扱う証明などは、上記 「駅前市民窓 口センター で取り扱う内容」をご覧ください。

。場 所 なで しこ ・大野・豊 田・神 田・大神ー城島・岡崎・金田-金目 ー土屋・吉沢 ・旭南・旭北の各公民館と東

海 大学同窓会館、 MNピル10階 の15か所 。問い合わせ先市民謀(内線2232)

《平日の 午前9時~午後5時には・・・》

公民館でも
住民票がとれます
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朝市で「平塚jを買う

毎
月

一
回
、
日
曜
日
の
朝
は
、
早

起
き
し
て
、
総
合
公
園
の
朝
市
に
で

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
で
と
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
を
は
じ
め
、
出
産
物
の
加
工
食
品
、

豚
肉
、
き
の
こ
、
生
み
た
て
の
卵
、

花
、
焼
き
た
て
パ
ン
、
干
物
や
平
塚

沖
で
と
れ
た
し
ら
す
な
ど
を
販
売
す

る

「湘
南
ひ
ら
つ
か
ふ
れ
あ
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
が
、
い
よ
い
よ
三
月
二
十

3月28日(日)
いよいよスタート

ー『

湘南ひらつか
ふれあいマーケット

季
節
に
合
わ
せ
て

2
つ
の
パ
タ
ー
ン

愛
の
鐘
が
変
わ
り
ま
す

「幼
児
の
安
全
を
考
え
、
互
に
鳴

ら
す
時
間
を
早
め
て
欲
し
い
」

「
白

山
の
時
間
に
合
わ
せ
て
欲
し
い
」
「
子

お
子
さ
ん
の
帰
宅
の
目
安
に
な
っ

て
い
る
夕
方
の
「
愛
の
鈍
」
の
時
間

が
、
四
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
o

c
従
警

均

一
ゑ
戸

八
日
(
日
)
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

マ
回
程

左
衣
の
と
お
り

マ
時
間

午
前
7
時
1
9時
、
小
雨

決
行

マ
会
場

総
合
公
園
南
駐
車
場

お
問
い
合
わ
せ
は
、

産
業
推
進
課

(宮

お

|
8
1
0
1)
へ
。

月G
d
 

月内。程日
牛

l

3月28日(日)

4月18日(臼)

5月 2日(日)

6月20日 (日)

7月 4日(日)

8月 8日(日)

9月19日(日)

総合公園に平塚産のおい しい野菜を届けるよ

総合公園

ど
も
た
ち
に
も
っ
と
遊
び
を
促
す
た

め
に
時
間
を
越
く
し
て
欲
し
い
」
な

ど
の
意
見
を
市
民
の
み
な
さ
ん
、
小

中
学
校
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
な
ど
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
窓
凡
か
ら
次
の
と
お
り

時
間
を
率
見
し
、
季
節
に
合
わ
せ
て

二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

広
報
広
聴
謀

(
宮

幻

|
8
7
6
1
)
へ
。

護軍前

4月 ~5月 5日朝5分
6月 ~ 8月 5時45分
9月 ~10月 5日和5分

11 月 ~ 3月 4時ヨ0分。v

褒宝Z後

4月 ~ g月 5時30分

10月 ~3月 4時30分

ま
さ
か
に
備
え
て

交
通
災
害
共
済
に

交
通
災
害
共
済
制
度
は
、
交
通
事

故
に
あ
っ
た
と
き
に
お
互
い
に
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
掛
け
金
を
も
と
に
見
舞

い
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

ま
さ
か
の
交
通
事
故
に
備
え
て
ぜ

ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

年
金。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
周
け

出
く
だ
さ
い
。

マ
却
蹴
に
な
っ
た
と
き
舟
生
年
金
、

共
済
年
金
の
加
入
者
は
除
く
)

マ
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し

た
り
、
や
め
た
り
し
た
と
き

マ
結
婚
や
収
入
の
減
少
な
ど
で
厚
生

年
金
、
共
済
年
金
の
加
入
者
の
被
扶

養
者
に
な
っ
た
と
き

マ
離
婚
や
収
入
の
増
加
な
ど
で
厚
生

年
金
、
共
消
年
金
の
加
入
者
の
被
扶

者
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

マ
第
3
号
被
保
険
者

(サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
要
な
ど
)
の
配
偶
者
の
会
社
な

ど
が
変
わ
っ
た
と
き

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金
課

(包

幻

1
8
7
7
7)
へ。

年金手帳を大切に

写真提供:NASA 

庭
に
お
配
り
し
ま
す

マ
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

(市
役
所
東
附
属
庁
舎
2
階
)
、
市
役

所
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
市
内
の
金

融
機
関
(郵
便
局
は
除
く
)
へ
掛
け
金

マ
対

象

市

内
に
住
民
笠
録
、
外
国

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

人

登

録

し

て

い

る

万

マ

出
張
受
け
付
け

時
間
は
い
ず
れ

マ
共
済
期
間

5
月
1
日
1
平

成

立

も

午

前

九

時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で

年
4
月
初
H
、
中
途
加
入
者
は
加
入
で
す

日
翌
日
か
ら
期

間

満

了

ま

で

・

4
月
7
日

(水
)
岡
崎
公
民
館
、

マ
共

済

掛

け

金

城

島

公

民

館

・
大
人

制

円

・

4
月

8
日

(木
)
土
屋
公
民
館
、

・
老
人
(
河
歳
以
上
の
万
)
、
身
体
吉
沢
公
民
館

陣

持

者

、

知

的

防

古

者

湖

円

・

4
月

9
H
(金
)
金
田
公
民
館
、

・
中

学

生

以

下

捌

円

登

用

公

民

館

マ
見
舞
い
金

死
亡

(削
万
円
)
1

・
4
月
日
日

(火
)
金
日
公
民
館
、

1
週
間
以
上

1
か
月
未
満
の
傷
害
旭
北
公
民
館

(一

万
五
千
円
)
ま
で
の
6
段
階

・
4
月
M
H
(水
)
神
田
公
民
館

マ
申
込
書
の
配
布

4
月
1
U
(木
)

、

お

問

い

合
わ
せ
は
、
市
民
活
動
推

、

2
白
(
金
)
に
宅
配
業
者
に
よ
り
各
家

進
課

(内
線
2
2
5
4)
へ
。

-
圃
園

前

で

。

の

て

と

き

の

ま

が

ル

札

り

陶
同
『

午

足

す

こ

れ

た

だ

へ

阪

ま

c

r

¥

1

小

sn
三
宅
E
ヨ
E
Z同
』

Z

M

W

日

の

ま

て

ま

い

い

」

用

J

ご皆

寸

，
し
っ
b
り
手
続
き
匡
民
年
盆

3

2
三
生
三
陸
募
し

F

担

3

彩
l
?
1
号
車
ミ

E
E査
当

5
義

明
腕
主
主
凱
腕
該
為
政
)
倒

れ

春
、
大

学
を
卒
業
し
社
会

加

概

忠

清

涼

山

町

弘

前

恥

山

盟

問

人
に
な
る
み
な
さ
ん
。
厚
生
年
金
に

崎

E
白
川

和

初

す

ど

か

、

、

さ

だ

勿

医

以

C
1
1

加
入
し
た
ら
、

国
民
年
金
を
や
め
る

材

照

明

即

日

目

zzk
d
r盟国

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

唱

観

の

咋

人

ら

ど

ま

さ

た

。

寄

法

、

引

川
町

り

長
い
人
生
を
ず
っ
と
支
え
る
国
民

l
J寺

区

。

か

、

き

な

つ
か
お

方

所

日

正

e
t

bh-
凱

削

御

一
定
欄
肋
一
一
一
九
腕

時
一
日
間

一
的
印
刷

引

叫

で

時

分

あ

さ

ス

つ
め

ま

感

hv
た

き

目

前

b

し

館

本

田

だ

芯

一

か

初

-p'hg
日

時

ん

み

ユ

な

を

岨
鼎
岨
，
州
四
日

日

踏

二

い
と

を
F

月
F
E
E
 

プロ野球公式戦

横浜
ベイスターズ

vs 
中日

ドラゴンズ

昨年、 38年ぶ りの日本ー に輝いた横浜ベイスタ ー ズが、平塚球場
経 《仇ワ

に やってきます。 マ シンガン打線の昨裂や大腿神・佐々木の宝霊場が

期待されます。 入場 券はおよ!?.めにお只い求めく ださ い。

。 日時 5月18日(火)午後6時 プ レイ ボール
(雨天中止)

ネ ッ ト 袋指定席 5，000円 :※指定席は4歳 j

内野A指 定席 4，500円 : か ら入場券がj

内!1'T'B指 定席 3，200円 ; 必要です

外野席大人 1，800円、小人(小 ・中学生) 500円

。前売り券 3月20臼(土)から総合公岡管理事務所ほかで発r;，'1己

。 問 い合わせ先 総 合公園管理事務所宮 35-2233 (月曜円は休み)

。 入場券

平塚市のインターネットホームページ、に新しい情報が加わりました。

. 住 所異動 の手続きなどを紹介・・・戸籍の届出、印鑑登録の手続き、市民窓口センターの場所芯ど

を紹介。 外国人登録の案内は英語、ポルトガル語、スペイン語でも紹介。

.ごみの 収集日や分別方法、 湘南平の桜の開花状況 (3月21日から)芯ど

ホームページを充実
。問い合わせ先情報システム課 (内線2636)
http : /www.citY.hiratsuka.kanagawa.jp/ 
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み
ん
怠
の
カ
で

環
境
共
生
都
市
を
実
現
レ
よ
ラ

い
く
べ
き
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
制

定
し
ま
し
た
。

い
行
動
の
普
及
、
環
境
教
育
の
推
進
、

市
民
活
動
へ
の
支
援
な
ど
様
々
な
施
策

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

平
塚
市
環
境
基
本
条
例
が
、
四
月
一

日
か
ら
本
格
的
に
施
行

さ
れ
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
「
協

働
」
し
て
、
「
環
境
共
宝
都
市
」
を
実
現
す
る
た
め
に
制
定
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
主
な
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

基
本
条
例
っ
て
何

「基
本
条
例
」
は
、
具
体
的
な
法
規

制
や
法
的
措
置
室
定
め
る
の
で
は
な
く
、

市
政
の
基
本
方
針
を
示
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
基
本

方
針
は
、
他
の
条
例
や
計
画
な
ど
に
環

境
面
か
ら
配
慮
を
加
え
、
誘
導
す
る
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
環
境

基
本
計
画
を
策
定
し
、
環
境
に
や
さ
し

公
民
館
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が

め
、
市
民

・
事
業
者

・
行
政
が

一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
基
本
条
例
は
、
こ
れ
か
ら
の
環

境
政
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
る

と
と
も
に
、
市
民

・
事
業
者

・
行
政
が

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
協
力
し
て

深
刻
さ
を
増
す
環
境
問
題
。
そ
の
原

因
の
多
く
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や

事
業
者
の
活
動
で
す
。
そ
し
て
影
響
は

子
や
孫
の
世
代
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
参
加
で
開
催

し
た
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
環
境
懇
話
会

で
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た

こ
の
条
例
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

「基
本
条
例
の
あ
ら
ま
し
」
を
各
公

民
館
に
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
1
ム
ペ

l
ジ

(ア
ド
レ

ス
は

一
面
右
上
に
掲
載
)
で
も
概
要
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

を基調に
は「様々な立場にあり

それぞれの役割を理

ら強い協力関係を保ち、

配慮した行動を自

していくJととです。

事業者・行政の三者協働

ます。

民L、l
a 

--:.!_I 

• 
t.OI 

h 
，~圃

• • 
-E 

E 

-• • • ・田園圃圃圃圃圃圃---_._ ----圃圃園田園圃圃圃圃-----------_.

-・・・・・・・圃・圃圃・・・・・・圃圃圃圃園圃圃圃圃・・圃圃圃・・・・・・・唱

「自発的な活動iを支援
環境問題の解決にな、市民の

ライフスタイルや経済活動のあ

り方を見直 すことが必要です 。

そのため、市民や市民団体立ど

が実施する事境 に 配慮 3した活動

の支援に、市が積極的に取り組

みます。

市が f手先行動Jを
三【芦協働のj実現のためには、

ます市の「率先行動」が求めう

れます。行政の活動を環境の面

的 5見直哲 ことについて、市自

身が率先して取り組みます。

「前文jを採用
基本条例の性格をより明確に

するため、その概要や全体を貫

く考え方、を分かりやすい言葉で

前文として表現しました。前文

の採用は、本市条例では初めて

です。

F 

環
境
基
本
計
画

の
策
定
を
推
進

環
境
審
議
会
が
発
足

L

ラ

，F 

平
塚
市
環
境
審
議
会
が
二
月
二
十
三

日
、
発
足
し
ま
し
た
。
同
会
で
は
、
こ

れ
か
ら
平
塚
市
の
環
境
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
に
検
討
し
、
環
境
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

委
只
は
十
五
人
で
、
市
民

(公
募

・

団
体
代
表
)
、
事
業
者
、

学
識
経
験
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
募
委
只
に

は
、
四
十
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
、

佐
々
木
美
枝
さ
ん

(河
内
)、
松
本
陪

世
さ
ん

(山
下
)
、
小
宮
昇
さ
ん

(松

風
町
)、
岩
田
浪
之
助
さ
ん

(四
之
宮
)

の
男
女
各
二
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

マ
問
い
合
わ
せ

先

環
境
政
策
課

(内

線
2
2
6
6)

ば
い
煙
の
規
制
な

ど
が
市
の
事
務
に

大
気
汚
染
防
止
法
に
基
づ
く
事
務
の

一
部
が
県
か
ら
市
へ
委
任
さ
れ
、
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
委
任
さ
れ

る
の
は
、
ば
い
煙
の
排
出
規
制
お
よ
び

粉
じ
ん
に
関
す
る
規
制
の
う
ち
、
事
業

坊
の
各
種
届
け
出
、
立
ち
入
り
検
査
、

改
善
命
令
な
ど
で
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
現
在
県
が
行
っ
て 2月23日の委嘱式で

療育相談室
(豊田分庁舎)

2. FAX32 -2738 
く〉子どもの発達・発育の相談

・毎週月・水・金曜日10時~

15時(来所椙談は予約制)

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

821-7639 
毎週月~金曜日9時30分~

16時

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
。来所 毎週月~金曜日10時
~17時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 ・第4土曜日を除

く)

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-7311 
0青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 1 0時~17時
ゐ'hで与やゐ与し

く〉ヤングテレホンn33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時~18時30分)

子宵て相談室

館
央
民

中
公館

口
側
、子

ど
も
教
育

E

一

相
融
制
セ
ン
タ
ー
チ

民
ン

市
セ

4月8日(木)10時~

健康相談
(保健センター)

234-0311 
。電話 毎週月~金曜日10時
~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~1O時30分

国道134号

。婦人

15時

T中央地下道

。健康 (相談員は保健婦)

4 月 19日 (月)9時~16時

833-2333 
。専門(法律、金融、住宅、保

健医療ー要予約) 4月8日

(木)13時30分~15時30分

。生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

。母子 毎週月~金曜日9

時~1 6時

く〉家庭児童 毎週月~金縫日

9時~16時

福祉会館

。手話案内 毎週金曜日9時

~12時30分

o建築設計・耐震・バリアフリー

4月12日 (月)13時~16時

。高年齢者職業 3月16日

(火)、18日(木)、 4月1日

(木)、 6 日(火)9時~12時

〈新>0許認可各種届出 4月

20日(火)13時~16時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時~ 1 6時

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

221-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~1 7時

市民相談室
(市役所1階)

823-1111内線2293
※一般法律は予約制。

く〉人権 3月16日(火)、 4月

6日(火)13時~1 6時

。行政 3月16日(火)、 4月

20日(火)13時~1 6時

。一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日 1 3時~16時

。登記・供託・測量 4月9日

(金)13時~1 6時

。住宅新改築 3月16日(火)、

4月20日(火)13時~16時

。発明・考案・特許 4月5日

(月)10時~15時

。労働 4月8日(木)13時~

16時
く〉下請け取り引き 3月18日

(木)、 4月15日(木)13時30
分~16時

。年金・社会保険・労災

13日(火)1 0時~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

~16時

4月

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚

※
習
パ
ムコ
b
世
記

勺
泉iおあ
2 I寄な
3 Iせた
5 Iくの
51だ=
J さ巴

いを
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い
て
、
知
ら
な
い
う
ち
に
判
事
チ
の
聞
に
距
離
が
で

き
て
し
ま
っ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

そ
う
い
う
と
き
は
、
ま
ず
子
ど
も
と
の
心
の
隔

た
り
を
な
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

し
て
子
ど
も
と
気
持
ち
が
離
れ
て
い

っ
て
し
ま
っ

た
の
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

親
自
身
が
ほ
か
の
こ
と
で
精

一
杯
で
、
子
ど
も

の
こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
子
は
元
気
に
や
っ
て
い
る
か
ら

と
、
ほ
か
の
兄
弟
の
方
に
気
持
ち
が
い
っ
て
い
た

場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
子
の
こ
と
を
も
う

一
度
考
え
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え

て
き
ま
す
。

と
て
も
寂
し
く
、

一
人
で
頑
張
っ
て

い
た
子
ど
も
の
姿
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。子

ど
も
に
と
っ
て
、
つ
ら
く
な
っ
た
と
き
に
助

け
を
求
め
ら
れ
る
の
は
親
な
の
で
す
。

何
も
一吉
わ

な
く
て
も
親
は
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
る
。
子
ど
も

が
、
そ
う
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
の
つ
な
が

り
が
、

子
ど
も
の
成
長
に
は
大
事
な
こ
と
で
す

0

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山中町議
小
学
校
北
側
包
(部
)
6
0
1
3

-:投
票
所
は
「
投
票
の
お
知
ら
せ
(
整

理
券
こ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

今
回
は
次
の
三
か
所
が
変
更
さ
れ
ま

す
。

マ
第
4
投
薬
区
花
水
小
学
校
が
南
部

福
祉
会
館
に
変
わ
り
-ま
す

マ
第
一
μ
投
票
区
竪
斗
平
塚
州民
業
高
等

学
校
が
県
立
平
塚
看
護
専
門
学
校
に
変

わ
り
ま
す

マ
第
お
投
票
区
金
目
小
学
校
が
金
目

公
民
館
に
変
わ
り
ま
す

-
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
身
体
障

害
者
手
帳
、
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
が

交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、
あ
ら
か
じ
め

「郵
便
投
票
証
明
性
」
が
交
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、
郵
便
で
投
票
で
き
ま
す
。
同

証
明
舎
を
添
え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
各
選
挙
の
諮
求
期
限

・
県
議
会
議
貝

・
県
知
事

4
月
7
日

・
市
議
会
議
員
・
市
長

4
月
幻
臼

.
指
定
病
院
な
ど
で
の
投
票
県
選
挙

管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院
や
施
設

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

-
住
所
が
変
わ
っ
た
方
は

マ
市
内
か
ら
市
内
へ
転
居
し
た
方
:・
三

月
十
三
日
以
降
に
転
居
し
た
方
は
、
転

居
す
る
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

マ
転
入
し
た
が
平
塚
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
・:
神
奈
川
県

内
の
他
市
町
村
か
ら
平
塚
市
へ
転
入
し

た
場
合
、
県
議
会
議
員
選
挙
と
県
知
事

選
挙
は
平
探
市
役
所
市
民
課
で
発
行
す

る

「引
き
続
き
証
明
性
」
を
提
示
す
れ

ば
、
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す

(前
の
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
)

-
問
い
合
わ
せ
先
平
場
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
宮
(幻
)
8
7
9
5

塁
議
会
議
員
県
知
事
選
挙

""" 

E言語4月11日

Z管室主4月25，日

る思
島

一
投
票
日
時
一

4
月
日
日
(
日
)
午
前

7
時
1
午
後
8
時

一
選
挙
日
程
}

マ
3
月
お
日
県
知
事
選
挙
告
示

マ
4
月
1
日

「投
薬
の
お
知
ら
せ
(整

理
券
こ
を
発
送

マ
4
月
2
日

県

議
会
議
員
選
挙
告
示

マ
4
月
7
日
選
挙
公
報
配
布

く使用期限は9月20日です〉
お問い合わせは

産業推進課(内線2658)

~午後8時まで投票できます~

子
ど
も
と
の
心
の
隔
た
り

子
ど
も
が
問
題
を
起
こ
し
た
と
き
、
親
は
子
ど

も
に
話
を
し
た
り
、
気
持
ち
を
聞
い
た
り
し
て
、

そ
の
問
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
に
力
を
貸
し
て
い

き
ま
す
。
子
ど
も
も
、
親
の
助
け
を
借
り
て
問
題

を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
い

か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
、
子

ど
も
の
心
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

4
H

。き
っ
と
親
の
思
い
と
は
ず
い
ぶ
ん
か
け
離
れ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
の

思
い
が
子
ど
も
の
心
の
中
に
入
り
に
く
く
な
っ
て

市
蓑
議
員
・
市
長
選
挙

不
在
者
投
票
が

し
や
す
く
な
り
ま
し
た

一
投
票
日
時
}

4
月
お
日

(日
)
午
前

7
時
i
午
後
8
時

一
濯
挙
日
程
一

マ
4
月
日
日

「投
票
の
お
知
ら
せ
(整

理
券
こ
を
発
送

マ
4
月
四
日
市
議
会
議
只

・
市
長
選

挙
告
示

マ
4
月
幻
日

・
選
挙
公
報
配
布

av選
挙
公
報
は
・
・
・
新
聞
折
り
込
み
で
お

配
り
し
ま
す
。
ま
た
、

市
役
所
や
各
地

区
公
民
館
な
ど
に
も
備
え
ま
す
。

-
投
票
の
お
知
ら
せ

(整
理
券
)
は
・:

封
啓
(
一
世
帯

一
通
)
で
お
送
り
し
ま

す
。
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
り

し
た
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
投
票
所

(場
所
)
の
変
更
は
3
か
所

地域振興券は3月21日から使えます

昨
年
か
ら
「不
在
者
投
票
事一
白
」
が
緩

和
さ
れ
、
選
挙
当
日
に
レ
ジ
ャ
ー
や
貨

い
物
な
ど
の
「
私
用
」
が
あ
る
方
も
不
在

者
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「投
票
の
お
知
ら
せ

(整
理
券
ピ
が
届
い

て
い
る
場
合
は
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

.
各
選
挙
の
不
在
者
投
票
期
間

マ
県
知
事

3
月
お
日
1
4
月
刊
日

マ
県
議
会
議
員

4
月
2
日
i
m
B

マ
市
議
会
議
員

・
市
長

4
月
四
日
i

M
日

.
時
間

午
前
8
時
却
分
1
午
後
8
時

.
場
所
市
役
所
新
館
第
2
会
議
室

(江
陽
中
学
校
北
側
・

上
の
地
図
参
照
)

代
わ
る
代
わ
る
飲
む
チ
ャ
ン

ポ
ン
も
、
日
ご
ろ
の
ペ

l
ス

を
失
い
、
飲
み
過
ぎ
に
な
り

や
す
い
の
で
控
え
ま
し
ょ
う
。

飲
み
過
ぎ
た
と
き
は
ア
ル

コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
る
ま
で

時
聞
が
か
か
り
ま
す
。
た
っ

ぷ
り
睡
眠
を
取
杓
重
し
さ
つ
。

ま
た
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

の
分
解
に
役
立
つ
糖
分
や
ビ

タ
ミ
ン
C
を
含
ん
だ
果
物
な

ど
を
と
る
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。「
迎
え
酒
」
は
ア
ル
コ
ー

ル
の
麻
酔
作
用
に
よ
る
一
時

的
な
ご
ま
か
し
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に

一
歩
入
っ

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
処
理
機
能
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
週

二
日
の

「休
肝
日
」
と
適
盆

飲
酒
を
心
が
け
、
お
酒
と
上

手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う

0

.
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
加

)
0
3
1
1

二
日
酔
い
は
な
ぜ
起
こ
る
?

人
」
で
も
日
本
酒
な
ら
一一
合、

ピ
l
ル
大
ぴ
ん
な
ら
二
本、

ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
な
ら
二

杯
以
内
で
す
。

女
性
は
こ
の

半
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

夜
ふ
け
ま
で
飲
ん
だ
り
、

⑦
最
査
場
北
西

(東
些
回
)

∞
藤
登
場
南
西

(東
豊
田
)

③
サ
ク
ラ
文
具
本
脂
前
(
中
原
二
丁
目
)

め
港
小
学
校
東

⑤
湘
南
銀
河
大
橋
入
口

(四
之
宮
)

⑤
四
之
宮
中
島

⑦
花
水
台
保
育
悶
入
口

③
長
持
交
差
点

③
旧
一
陣
林
道
入
口
南
側

(
宮
の
前
)

⑮
新
白
髭
橋
交
差
点

(北
盛
田
)

。
問
い
合
わ
せ
先
交
通
安
全
課

(内
線
2
2
5
5
)

な
ど
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
設
置
者
は
神
奈
川
県
公
安

委
員
会
で
す
。

交
通
事
故
の
防
止
や
歩
行
者
の
保
誰

な
ど
の
た
め
、
毎
年
自
治
会
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
か
ら
信
号
機
設
置
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
基

づ
き
、
平
塚
瞥
察
署
と
平
塚
市
な
ど
が

協
力
し
て
、
県
公
安
委
員
会
に
要
望
し

て
い
ま
す
が
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る

こ
と
な
ど
か
ら
設
置
で
き
る
数
は
限
ら

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

設
置
に
あ
た
っ
て
は
現
地
を
調
査

し
、
交
差
点
の
形
状
や
交
通
量
、
横
断

す
る
歩
行
者
の
数
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
、

順
次
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
十

年
度
は
次
の
十
か
所
に
設
置
を
進
め
て

い
ま
す

(①
i
⑤
は
設
世
済
み
)。

二
日
酔
い
の
予
防
法
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

信
号
機
の
設
置
は

蕊
答
え

二
日
酔
い
と
は
、
お
酒
を

飲
み
す
ぎ
た
翌
朝
の
頭
痛
や

胸
焼
け
な
ど
の
症
状
を
指
し

ま
す
。
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
て

有
害
物
質
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
を
肝
臓
で
十
分
に
処
理

で
き
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る

急
性
の
中
毒
症
状
で
す
。

二
日
酔
い
は
、
お
酒
の
種

類
を
問
わ
ず
、
泣
の
と
り
過

ぎ
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

予
防
策
は
、
自
分
の
適
h
E
を

守
り
、
飲
み
過
ぎ
な
い
こ
と

で
す
。
目
安
は
、

「飲
め
る

第643号 (1日・ 15日発行)

-.i:・::…

近
所
に
新
し
く
信
号

i

i
・

ー

…:::・

1
:…
機
が
で
き
ま
し
た
。
信

号
機
の
設
世
に
は
、
ど
ん
な
条
件
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
市
内
に
年

間
ど
れ
く
ら
い
設
位
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

(
宇
佐
美
和
子
さ
ん

・
其
土
)

a伊F

深
酒
を
し
た
り
す
る
の
は
禁

物
で
す
。
ま
た
、
空
腹
で
飲

む
と
ア
ル
コ
ー
ル
が
す
ぐ
に

吸
収
さ
れ
、

二
日
酔
い
、
悪

酔
い
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
を

多
く
含
む
も
の
を
中
心
に
食

べ
な
が
ら
飲
む
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
様
々
な
種
類
を

交
通
実
態
を
考
え

あ
わ
せ
順
次
整
備

。

。

市
へ
の
ご
替
兄
、
ご
提
案
は
、
広
報

広
聴
謀
広
聴
担
当

(
内
線
2
3
5
5
)

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
提
出
方
法
は

4
・
5
面
中
間
下
側

「み
ん
な
で
つ
く

る
平
塚
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報ひ5っか

信
号
機
の
設
置
に

…
お
答
え

…

は
、
柱
を
建
て
る
場
所

や
歩
行
者
が
安
全
に
待
つ
場
所
が
あ
る

• 
i
l
l
-t
i
lけ一

回
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